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こ
の
山や

ま

ノの

入い
り

古こ

墳ふ
ん

群ぐ
ん

に
は
、
20

基
を
超
え
る
数
の
古
墳
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
く
、

最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
の
が
２
号

墳ふ
ん

で
す
。

　

２
号
墳
は
、
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

と

い
う
鍵
穴
の
よ
う
な
形
を
し
た
古

墳
で
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う

の
長
さ
は
２
５
・
３

ｍ
、
周

し
ゅ
う

溝こ
う

と
い
う
古
墳
を
囲
ん
で

い
る
溝
ま
で
入
れ
た
長
さ
で
は

４
２
・
７
ｍ
あ
り
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
土
器
や
古
墳
の
形
な

ど
か
ら
、
作
ら
れ
た
の
は
今
か
ら

千
四
百
年
ほ
ど
前
、
６
世
紀
末
か

ら
７
世
紀
初
め
頃
（
都

み
や
こ

で
は
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
活
躍
し
て
い
た
頃
）
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
２
号
墳
は
、
写
真
（
次

ペ
ー
ジ
左
下
）
の
よ
う
な
、
石
を

積
ん
で
作
っ
た
部
屋
（
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

）
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

遺い

骸が
い

を
葬

ほ
う
む

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
に
使
わ
れ
た
石
材
の

内
の
一
つ
は
、
長
さ
3.2
ｍ
・
高
さ

1.2
ｍ
の
と
て
も
大
き
な
一
枚
岩
で

す
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
石
室
内

に
は
骨
な
ど
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

供そ
な

え
ら
れ
た
品
物
（
副ふ

く

葬そ
う

品ひ
ん

）
も

あ
ま
り
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

石
室
内
か
ら
発
掘

さ
れ
た
品
物
の
内
の

い
く
つ
か
は
不
自
然
に

散
ら
ば
っ
て
お
り
、
過
去
に

盗と
う

掘く
つ

を
受
け
て
し
ま
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
、
そ

れ
ら
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
中
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う

の
上
か
ら
多
く
の
土
器
の
破
片

が
見
つ
か
り
、
そ
れ
ら
を
接
合
し

て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
写
真(

右
側)

の
よ
う
な
須す

恵え

器き

（
※
）
と
呼
ば

れ
る
青
灰
色
の
焼
き
物
の
甕か

め

が
組

み
あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
甕か

め

は
、
高
さ
80
〜
90
㎝
・

幅
70
〜
80
㎝
ほ
ど
で
、
大
人
が

２
、
３
人
で
抱
え
な
け
れ
ば
持
ち

上
が
ら
な
い
よ
う
な
大
き
な
も
の

で
す
。
こ
の
甕か

め

が
、
ほ
ぼ
全
体

を
接
合
で
き
た
も
の
が
６
個
、
そ

れ
以
外
の
破
片
を
数
え
る
と
、
少

な
く
と
も
全
部
で
14
個
は
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
須す

恵え

器き

の
甕か

め

が
、

古
墳
や
集
落
か
ら
１
、
２
個
見
つ

か
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
一

か
所
か
ら
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て

出
土
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

す
。

　

甕か
め

が
作
ら
れ
た
場
所
は
不
明
で

す
が
、
窯か

ま

で
焼
く
だ
け
で
も
大
変

そ
う
な
も
の
を
、
尾
根
の
上
ま
で

急
斜
面
を
登
っ
て
持
っ
て
く
る
こ

と
は
、
自
動
車
な
ど
な
く
馬
も
貴

重
品
だ
っ
た
当
時
、
ど
れ
ほ
ど
の

苦
労
だ
っ
た
こ
と
か
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を

　桜川市の北西部に位置する本
ほん

郷
ごう

地区。その北側、茨城・栃木の県

境となる丘
きゅう

陵
りょう

部
ぶ

から南に延びる尾根筋に、多数の古
こ

墳
ふん

があります。

　この古墳は、「山
やま

ノ
の

入
いり

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

」と名づけられ、北関東自動車道の

工事に先立ち、平成 15～ 17 年にかけて発掘調査が行われました。

　調査では、合計 23 基の古墳が発掘さ

れ、調査範囲の外側にも古墳が

あることが分かりま

した。

平野を見おろす豪族の墓所

山ノ入古墳群

千
四
百
年
前
の
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

古
墳
を
飾
る
須す

恵え

器き

の
甕か

め

持
っ
た
豪ご

う

族ぞ
く

が
、
こ
こ
に
埋ま

い

葬そ
う

さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
甕か

め

は
、
本
来
は
水

や
お
酒
、
あ
る
い
は
穀
物
な
ど
を

入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合
は
葬
ら

れ
た
人
の
生
前
の
権
力
を
示
す
た

め
、
お
墓
で
あ
る
古
墳
に
お
供
え

物
と
し
て
置
か
れ
、古
墳
を
飾
り
、

祭
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
号
墳
以
外
の
古
墳
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ほ
と
ん
ど
の
古
墳
は
円
墳
と

い
う
丸
い
古
墳
で
、
直
径
10
ｍ
前

後
の
も
の
が
多
く
、
中
に
は
石せ

き

室し
つ

だ
け
が
見
つ
か
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
副
葬
品
の
中
に
は
銀ぎ

ん

象ぞ
う

嵌が
ん

で
模
様
が
施

ほ
ど
こ

さ
れ
た
刀
や
、

ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
な
ど
も
見
つ

か
っ
て
お
り
、
有
力
な
人
々
が
葬

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
た
古
墳
は
、
７
世
紀
の
中
頃
か

ら
終
わ
り
頃
ま
で
作
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
遺
跡
の
周
辺
か
ら

は
、
古
墳
を
作
る
の
を
止
め
た
時

よ
り
後
の
時
代
に
作
ら
れ
た
土
器

が
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
土
器
は
、

石
室
の
入
り
口
付
近
に
置
か
れ
て

い
た
り
、
穴
を
掘
っ
て
据
え
置
か

れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
こ
れ
は
、
古
墳
を
作
る
の
を

止
め
た
後
も
、
そ
こ
が
先
祖
の
お

墓
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
り
、

以
後
、
何
十
年
間
か
は
お
墓
参
り

を
続
け
、
お
供
え
物
を
し
て
い
っ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
最
も

古
い
２
号
墳
は
、
当
時
の
人
か
ら

見
て
も
百
年
前
の
も
の
で
す
。
千

数
百
年
前
に
も
、
今
と
そ
れ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
人
々
の
祈
り
の
姿
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

文
中
で
述
べ
た
須す

恵え

器き

の
甕か

め

は
、
現
在
、
桜
川
市
役
所
岩
瀬
庁

舎
（
岩
瀬
64-

２
／

０
２
９
６

-

75-

３
１
１
１
代
表
）
と
真

壁
庁
舎
（
真
壁
町
飯
塚
９
１
１

／

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１

代
表
）、
桜
川
市
歴
史
民
俗
資
料

館
（
真
壁
町
真
壁
５
７
１
／

０
２
９
６-

55-

０
５
５
６
）
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
触
れ
て
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
触
っ
て
み

て
、
昔
の
人
々
の
焼
き
物
を
焼
く

技
術
や
運
搬
の
苦
労
な
ど
に
思
い

を
馳は

せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

山ノ入古墳群の 2号墳から出土した須
す

恵
え

器
き

の甕
かめ

（高さ：80～ 90cm ／幅：70～ 80cm）

(※) 須恵器は、丘陵の斜面をくりぬいてつくっ

た「あな窯
かま

」のなかで高温で焼かれた硬
かた

い土器で、

その技術は、5世紀ごろに朝鮮半島から日本に

伝わったとされています。それまでの日本には、

野焼きで焼いた縄
じょう

文
もん

土器や弥
や

生
よい

土器などの赤っ

ぽい素
す

焼
や

きの土器しかありませんでした。

写真上：出土した鉄剣
写真下：お供え物としてささげられた土器

２
号
墳
の
横
穴
式
石
室

千
数
百
年
前
の

　
　
　
　

人
々
の
祈
り
の
姿

須す

恵え

器き

の
甕か

め

を
展
示
中

やま　の　いり　こ　ふん　ぐん
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山
ノ
入
古
墳
群
を
上
空
か
ら
見
る
と
、
中
央
に
あ
る
２
号
墳
の
形
が
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

古墳へ至る道に置かれた土器

白線で囲まれた所が古墳
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　4月 7日（金）から 9日（日）まで、まほろばの里に春を告げる、「第

17回 大
まほろば

和の石まつり」が、大和村商工会前広場で開催されました。

　これは、モニュメントや伝統工芸品を制作展示することにより、

石材加工技術の向上や県内外に広く PRすることを目的に行われる

もので、会場には、墓石・灯篭をはじめガーデンテーブルなどの造

園品や彫刻品、家庭品などが展示され、活気に溢れた 3日間とな

りました。

会
場
の
廻
り
に
は
、
桜
が
咲
き
乱

れ
日
本
庭
園
さ
な
が
ら
で
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
来

場
者
の
目
を
引
き
ま
し
た
。

会場の一角で行われた、常
ひた ち

陸大和ライオンズクラブ
主催の薬物乱用防止キャンペーン運動に、麻薬・覚
せい剤乱用防止キャラバンカーがやってきました。

雨引の里と彫刻 2006
　4月 1日から 6月 4日、自然豊かな大和地区雨引の里に彫刻を

展示する、「雨引の里と彫刻 2006」が行われました。

　この展覧会は、ある限定された会場に作品を展示するのではな

く、自然豊かな風景の中に作品を展示するというユニークなかた

ちの展示会で、今年で 6回目を迎えました。

　新緑も萌
もえ

黄
ぎ

色に輝き、日に日にその濃さを増してくるこの時期、

44の作品たちは、訪れたたくさんの人たちに何を伝えたでしょう

か…。

　今月号で、その中のいくつかの作品をご紹介いたします。

（作者敬称略）

「瞑
めいそう

想の部屋 -0604」　作者：藤
ふじ

島
しま

明
あき

範
のり

「between-064」 　作者：金
キム

鉉
ヒョン

淑
スク

「音のかけら - 無人駅にて」  作者：金
かな

沢
ざわ

健
けん

一
いち

「
小
悪
魔
の
棲
む
杜も

り

」

作
者:

平ひ
ら

野の

米よ
ね

三ぞ
う

「
光
の
あ
つ
ま
る
場
所
」

作
者:

小こ

日び

向な
た

千ち

秋あ
き

春を告げる大
ま ほ ろ ば

和の石まつり

趣
お
も
む
き

の
あ
る
作
品
に
売
約
済
み
が
続
出
し
ま
し
た
。

さくらがわ　2006.6.1
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県西総合病院
KENSEI  GENERAL  HOSPITAL

〒 309－1295　桜川市鍬田 604
ＴＥＬ　0296－75－3171(代表)
ＦＡＸ　0296－76－1201

外来診療のご案内

月 火 水 木 金 土

内 科

午　
　

前

　岩渕 ( 腎臓 )

　江畑 (循環器 )

　太田 (呼吸器 )

　岩渕 ( 腎臓 )

　山縣 ( 腎臓 )

　角 ( 呼吸器 )

　小島 ( 血液 )

　江畑 (循環器 )

　太田 (呼吸器 )

　許 ( 一般 )

　伊藤 (膠原病 )

　萩原 ( 神経 )

　角 ( 呼吸器 )

　桜井 (内分泌 )

　平沼 (胃大腸 )

　仁保 (循環器 )

　宮下 ( 一般 )

　来栖 ( 肝臓 )

　角 ( 呼吸器 )

　許 ( 一般 )

第 1･3･5 週診療

午
後
宇野 (第 2 ･ 4 週

診療予約検査 )
　来栖 ( 肝臓 ) 　石田 ( 腎臓 ) 　江畑 (循環器)

小 児 科

午　
　
　
　

前

中原

飛田

中原

菊地

中原

菊地

中原

飛田

中原

飛田

中原(成長･発達予約)  

　第 1・3・5週診療

飛田、菊地  第1・3・5

　週診療

堀米 ( 循環器予約 )  

　第 1週診療

救急のみ第 2･4 週診療

午　

後 夜間救急診療

飛田　菊地

(気管支喘息　予約 )

夜間救急診療

 

飛田

( 腎臓予約 )

第 2・4週診療

乳児検診

予防接種 (予約 )

夜間救急診療

外 科 午
前

片岡

一部予約

清水

一部予約

武藤

一部予約

林

一部予約

片岡

一部予約
第 1･3・5週診療

脳神経外科 午
前 山崎 山崎 鶴田 山崎

鈴木 ( 予約 ) 第 1

　週診療

整 形 外 科 午
前

中川

赤荻

福田

作田

中川

赤荻

中川

作田

中川

福田

スポーツ外来 ( 予

約 )第1･ 3週診療

泌 尿 器 科 午
前 近藤 近藤

予約中心

主に検査･処置
近藤 小島

近藤

第 1 ･ 3 週診療

眼 科

午
前

国広

草間

国広

草間

国広

草間

国広 (第 2 ･ 4 週

　土曜の前日診療 )

草間　

国広

第 1･3･5 週診療

午
後 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査 予約検査

皮 膚 科 午
前 池上

産 婦 人 科

午
前 山内 山内 山内 山内

染谷

第１･３週診療

午
後
助産師による

母乳外来 (予約 )

耳鼻咽喉科

午
前 林 大久保

午
後 林 大久保

■受付時間／平日　7：30～ 11：30・12：00 ～ 15：30　　第１・３・５土曜日　7：30～ 11：00

■診療開始時間／ 9：00～・13：30 ～

　・内科外来は原則的に予約外来となっております。　・小児科乳児検診の受付時間／ 13：00 ～ 14：00

　・小児科夜間救急診療の受付時間／ 18：00 ～ 19：00

　・小児科第２・４土曜日の救急診療を希望される場合は、9：00～ 9：30 までに小児科外来までご連絡ください。

　・皮膚科外来は７月から診療日が増える予定です。

■４月 15日発行の、広報さくらがわ「おしらせ版」の中で、一部誤りがありましたので訂正してお知らせいたします。

平成 18年６月１日現在 

上
空
か
ら
見
た
県
西
総
合
病
院
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茨
城
県
更
生
保
護
女
性
の
つ
ど
い
で
、「
親
子
生
花
教
室

を
通
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
す
る
藤
田
貴
美
子

さ
ん

茨城県更
こう

生
せい

保
ほ

護
ご

女性のつどいで藤
ふじ

田
た

貴
き

美
み

子
こ

さんが事例発表

２
７
０
年
振
り
に
里
帰
り
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
磯
部
桜

川
公
園
（
磯
部
地
区
）
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

ヤマザクラの子孫が270年振りに磯
いそべ

部桜
さくらがわ

川公
こうえん

園に里帰り

News＆ Topics

岩
瀬
中
央
公
民
館
で
盛
大
な
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

霞ヶ浦清掃大作戦拠点地区事業を実施

福
び
な
の
会
の
み
な
さ
ん
が
、
ま
か
べ
幼
稚
園
（
右
か

ら
２
番
目
／
吉
原
園
長
）・
真
壁
保
育
園
（
右
側
／
長
谷

川
園
長
）・
わ
か
ば
幼
稚
園
に
、
幼
児
向
け
の
絵
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

福びなの会が幼稚園・保育園に絵本をプレゼント

新
チ
ー
ム
編
成
後
初
め
て
の
公
式
戦
「
第
11
回
や
は
た

カ
ッ
プ
学
童
野
球
大
会
」
で
、
準
優
勝
し
た
樺
穂
ブ
ル
ー

ジ
ェ
イ
ズ
の
み
な
さ
ん

やはたカップ学童野球で樺
かばほ

穂ブルージェイズが準優勝

参
加
41
チ
ー
ム
・
７
７
０
人
の
選
手
が
、
高
齢
者
と
は
思

え
な
い
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

近県親善シニアソフトボール大会でまかべシニアが第3位

　仲良しママさんで構成する、福びなの会のみなさ

んから、真壁地区の幼稚園・保育園に幼児向けの絵

本 30冊のプレゼントがありました。

　これは、同会のみなさんがたくさんの子ども達が

幸せになるようにと、真壁のひなまつり期間中に、

手作りの福びな（折紙）にクッキーを入れて販売。

その売上金の一部を使って絵本をプレゼントしたも

のです。また、同会の活動はこれまでにも子ども達

のために募金を募るなど今年で 3年目を迎えます。

　プレゼントを受けた園長は「園児が、自然に本に

親しめる環境づくりに努めながら、心の成長に欠か

せない絵本との出会いを大切にしていきたい。」と

述べていました。

　下
しも

妻
つま

市
し

営柳
やぎ

原
はら

球場をメイン会場に開催された、

「第 11 回やはたカップ学童野球大会」で、本市か

ら参加した、樺穂ブルージェイズが準優勝の栄冠に

輝きました。

　県西地区の学童球児に春を告げるこの大会は、学

童野球の技術向上と子ども達の健全育成を目的に行

われ、5年生を中心とした新チーム編成による初め

ての公式戦となります。大会には、地元下妻市をは

じめ近隣市町から 16 チームが参加。同チームは、

1回戦から大差で勝ち上がり、決勝戦で宗
そう

道
どう

ニュー

モンキーズ（下妻市）と接戦の末に敗れましたが、

子ども達は、「これから夏の県大会を目指して頑張

ります。」と元気に述べていました。

　真壁運動場と桃山中学校グラウンドを会場に、

「第 12 回近県親善シニアソフトボール大会」が開

催されました。本市からは、真壁シニアソフトボー

ルクラブと大和シニア、真壁シニアＯＢクラブの

3チームが参加。真壁シニアソフトボールクラブが

第 3位の好成績を収めました。この大会は、同チー

ムが合併後再編成された新チームのスタートで、来

年、桜川市を会場に開催される「ねんりんピック茨

城 2007」ソフトボールに向けてのチームづくりを

占う大会に位置づけられていました。大会には、県

内はもとより近県 6都県から、シニアの部・グラ

ンドシニアの部の計 41 チーム・770 人が参加。攻

守にわたるハッスルプレーで熱戦が繰り広げられま

した。

　県民文化センターで開催された、「茨城県更生保

護女性のつどい」で、藤田貴美子さん（大
おお

曽
ぞ

根
ね

地区）

が、県西
にし

地区更生保護女性会を代表して「親子生花

教室を通して」をテーマに事例発表を行いました。

　藤田さんは、同会大和支部で親と子のふれあいを

深めるために開催する、親子生花教室や作品展など

の模様を発表しました。更生保護女性会は、女性の

立場から青少年の健全な育成を助け、犯罪者・非行

少年の更生に協力することを目的とする女性のボラ

ンティア団体で、公民館などで地域のみなさんと、

非行問題などを話し合うミニ集会のほか、親子ふれ

あい行事や子育て支援の活動などに取り組んでいま

す。

　江戸時代中期の徳
とくがわ

川吉
よしむね

宗の時代、常
ひたちのくに

陸国・桜川（現

茨城県桜川市岩瀬地区）から現在の東京都小
こ

金
がね

井
い

市
し

などを流れる玉川上水沿いに移植されたヤマザクラ

の子孫が 270 年振りに里帰り、約八百本の桜があ

る磯部桜川公園（磯部地区）に記念植樹されました。

　これは、桜でまちおこしを進めている岩瀬町商工

会青年部「サクラサク里プロジェクト」のみなさん

が、桜で有名な小金井市などの団体を訪ねたこと

がきっかけで実現したもので、当日は、「小金井公

園桜
さくら

守
もり

の会」と「日本花の会」東京多摩支部会員

ら 45人がサクラの苗木を持参。同プロジェクトと

里帰りした、嘉
か

永
えい

桜
ざくら

・小
こ

金
がね

井
い

薄
うす

紅
べに

桜
ざくら

・寒
かん

桜
ざくら

などの 5

本の苗木を植えました。

　岩瀬中央公民館周辺の桜川沿い（青柳橋～大神宮

橋間の約 2キロ）で、「第 65 回霞ヶ浦清掃大作戦

拠点地区事業」が実施されました。

　これは、昭和 48年夏、霞ヶ浦での養殖コイのへ

い死を契機に、霞ヶ浦・北浦流域の 38市町村で実

施されている「霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦」の一

環として行われたもので、一斉清掃を実施すること

により、霞ヶ浦流域住民の水質浄化意識の高揚を図

ることを目的に実施されました。当日は、朝 7時

30 分から市関係者をはじめ 11 自治区・37 団体の

合計 800 人が参加。約 2時間かけて清掃作業が行

われ、約 1トン（軽トラック約 5台分）のゴミが

参加者の手によって回収されました。
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※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

６
月
の

　

納
税
・
保
険
料

市
県
民
税  　
　
　
　

１
期

国
民
健
康
保
険
税  　

２
期

介
護
保
険
料  　
　
　

２
期

納
期
限:

６
月
30
日
（
金
）

日
以
内
）
9
時
〜
17
時
（
12
時
〜

13
時
を
除
く
7
時
間
勤
務
）

■
給
与
／
時
給
8
百
円

※
説
明
会
に
は
本
人
が
参
加
し
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
採
用
は
選

考
の
上
、後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
教
育
委
員
会
文

化

課
（

０

２

９

６-

55-

１
１
１
１
・
内
線
３
２
３
２
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

税
務
職
員
（
Ⅲ
種
）
募
集

〜
高
等
学
校
卒
業
程
度
〜

関
東
信
越
国
税
局
・
下
館
税
務
署

■
受
験
資
格
／
昭
和
61
年
4
月
2

日
〜
平
成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方

■
試
験
の
程
度
／
高
等
学
校
卒
業

程
度 

■
申
込
書
請
求
先
／
下
館
税
務
署

総
務
課
、
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
ま
た
は
人
事
院
関
東
事
務

局■
受
付
期
間
／
6
月
20
日
（
火
）

〜
27
日
（
火
）（
消
印
有
効
）

桜
川
市
母
子
家
庭
等
養
育
手

当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

児
童
福
祉
課

　

母
子
家
庭
等
と
は
、
本
市
に

住
所
を
有
す
る
配
偶
者
の
な
い
方

で
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

養
育
す
る
家
庭
を
い
い
ま
す
。

　

手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方
は
、
児
童
の
監
護
者

で
、
生
計
を
一
に
し
、
現
に
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
（
た
だ

し
、
桜
川
市
交
通
遺
児
手
当
金
支

給
条
例
の
適
用
を
受
け
る
方
は
除

く
も
の
と
し
ま
す
。）。

　

手
当
金
の
額
は
、
一
家
庭
に
つ

き
年
額
1
万
円
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
2
人
目
以
降
の
児
童
に
対
し

１
人
5
千
円
を
加
算
し
、
手
当
金

は
、
毎
年
10
月
に
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類
／
母
子
家

庭
等
養
育
手
当
金
支
給
申
請
書

※
該
当
す
る
方
は
、
印
鑑
・
支
払

金
融
機
関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局

を
除
く
。）
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
し
て
左
記
申
込
先
の
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
旧
真
壁
町
の

方
で
申
請
済
の
方
は
そ
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
児
童

福
祉
課
（

０
２
９
６-

75-

３
１
１
１
）・
大
和
庁
舎
保
健

福
祉
課
（

０
２
９
６-
58-

５
１
１
１
）・
真
壁
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
（

０
２
９
６

-

54-

２
４
４
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

児
童
手
当
の
現
況
届
を
お
忘

れ
な
く
！

児
童
福
祉
課

　

児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が

な
い
と
6
月
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
者
に

は
、
6
月
上
旬
に
現
況
届
書
を
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
6
月
30
日

ま
で
に
忘
れ
な
い
で
届
け
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
現
況
届
に
必
要
な
も
の
／
印

鑑
、
受
給
者
の
保
険
証
（
受
給
者

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
あ
る
場
合

に
必
要
）、
所
得
証
明
書
（
桜
川

市
に
平
成
18
年
1
月
1
日
に
住
所

が
な
か
っ
た
方
が
必
要
）

■
届
出
先
／
岩
瀬
庁
舎
児
童
福
祉

課
・
大
和
庁
舎
保
健
福
祉
課
・
真

壁
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（

０
２
９
６-

75-

３
１
１
１
代

表
）

平
成
18
年
度
国
指
定
史
跡
真

壁
城
跡
発
掘
調
査
作
業
員
募

集

文
化
課

　

国
指
定
史
跡
真
壁
城
跡
発
掘
調

査
の
発
掘
調
査
作
業
員
を
募
集
す

る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
日
時
／
6
月
22
日
（
木
）
10
時

■
場
所
／
桜
川
市
役
所
真
壁
庁
舎

２
階
会
議
室

 

応
募
資
格

・ 

桜
川
市
在
住
者
で
75
歳
ま
で
の

方
・ 

発
掘
経
験
者
ま
た
は
興
味
の
あ

る
方

■
募
集
人
員
／
20
名

■
勤
務
内
容
／
発
掘
調
査
業
務

■
勤
務
地
／
国
指
定
史
跡
真
壁
城

跡
（
真
壁
体
育
館
東
側
）

■
調
査
期
間
／
平
成
18
年
7
月
〜

12
月

■
勤
務
体
制
／
月
曜
か
ら
金
曜
の

う
ち
の
勤
務
指
定
日
（
1
か
月
14

個
人
事
業
税
お
よ
び
自
動
車

税
の
納
税
は
口
座
振
替
で

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
お
よ
び
自
動
車

税
の
納
税
は
、
公
共
料
金
と
同
じ

よ
う
に
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

納
税
が
で
き
大
変
安
全
で
便
利
で

す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
預
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
で
簡
単
に
で
き
ま

す
の
で
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
筑
西
県
税
事
務
所

(

０
２
９
６-

24-

９
１
９
０)

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の

日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

■
日
時
／
6
月
26
日
（
月
）
9
時

〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎 

1
階
会
議

室

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

■
申
込
提
出
先
／
人
事
院
関
東
事

務
局
（
〒
３
３
０-

９
７
１
２
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心

１-

１
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁

舎
1
号
館
・

０
４
８-

７
４
０

-

２
０
０
６
〜
8
）

 

試
験
日

・
第
1
次
試
験 

9
月
3
日
（
日
）

・
第
2
次
試
験 

10
月
12
日
（
木
）

　

 

〜
19
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
1

日
（
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書

で
指
定
す
る
日
）

■
採
用
日
／
平
成
19
年
4
月
1
日

■
問
合
先
／
関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
（

０
４
８

-

６
０
０-

３
１
１
１
内
線

２
０
９
５
、
２
０
９
７
）・
下
館

税
務
署
総
務
課
（

０
２
９
６

-

24-

２
１
２
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

 

（
社
）
桜
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　

合
併
に
伴
い
、（
社
）
桜
川
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
通
称

:

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
）
が
4
月
1

日
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

桜
川
市
シ
ル
バ
ー
で
は
、
元

気
で
働
く
こ
と
に
よ
り
地
域
社
会

と
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
、
い
き
い

き
と
し
た
生
活
を
楽
し
む
た
め
を

「
シ
ル
バ
ー
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
雇
用
や
人
材
派

遣
と
異
な
り
、
請
負
ま
た
は
委
任

契
約
に
よ
っ
て
仕
事
を
お
引
き
受

け
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
に
な
ら
れ
る
方
は
、
臨
時

的
か
つ
短
期
的
な
就
業
を
条
件
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
長
期
に

わ
た
る
就
業
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く

の
方
の
会
員
登
録
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
社
団
法
人 

桜
川

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
〒
３
０
０-

４
４
２
６
桜
川

市
真
壁
町
下
谷
貝
４
３
５
・

０
２
９
６-

55-

０
２
０
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

平
成
18
年
度
桜
川
市
民
テ
ニ

ス
大
会

桜
川
市
テ
ニ
ス
協
会

　

自
分
の
実
力
を
測
る
絶
好
の
機

会
で
す
。
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
6
月
18
日
（
日
）
8

時
30
分
集
合　

予
備
日
7
月
16
日

（
日
）

■
場
所
／
岩
瀬
体
育
館「
ラ
ス
カ
」

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目
／
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
資
格
／
市
内
在
勤
在
住
者

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
テ

ニ
ス
協
会
（
仁に

平へ
い

一か
ず

之ゆ
き

０
９
０

-

５
３
０
５-

５
３
０
４
・
五い

十が

嵐ら
し

貴た
か

裕ひ
ろ

０
９
０-

７
２
５
７-

８
１
２
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
実
行
委
員
会

　

平
成
19
年
秋
、
茨
城
県
に
お

い
て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
全
国
的
な
祭
典

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
大
会
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
明
る
い
健

康
な
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
締
切
／
平
成
18
年
6
月
26

日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

■
任
期
／
平
成
18
年
8
月
1
日

（
火
）〜
平
成
19
年
11
月
13
日（
火
）

 

応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

　

(

高
校
生
を
除
く
。)

・ 

活
動
期
間
中
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

　

 (

土
日
を
中
心
と
し
て
年
間
30

日
程
度)

■
活
動
内
容
／
任
期
中
、
大
会
関

連
の
行
事
や
大
会
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
テ
レ
ビ
出
演
や
、
行
政
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
関
係
機
関
・
団

体
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
応
募
用
紙
と
写
真
を
事
務
局

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
応
募
用
紙
は
、
各
庁
舎
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）

■
応
募
・
問
合
先
／
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
実

行
委
員
会
事
務
局
（
〒
３
１
０

-

８
５
５
５ 

茨
城
県
水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
番
６
・

０
２
９

-

３

０

１-

３

３

３

８
、

Ｆ

Ａ

Ｘ:

０

２

９-

３

０

１-

３
３
３
９
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ib

a
ra
k
i.jp
/

n
en
rin
/

）

募　

集

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

税



（

０
２
９
６-

24-

３
９
１
１
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

犬
を
10
頭
以
上
飼
っ
て
い
る

方
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
動
物
の
愛
護
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
犬
を
10
頭
以
上
飼
っ
て
い
る

方
は
、
犬
の
多
頭
飼
養
の
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
（
動
物
取
扱
業

者
等
は
除
き
ま
す
。）。

　

こ
の
届
出
は
、
犬
の
多
頭
飼
養

者
の
方
へ
繁
殖
制
限
な
ど
適
切
な

飼
育
方
法
を
県
が
助
言
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
先
／
茨
城
県
動
物
指
導

セ
ン
タ
ー(

０
２
９
６-
72-

１
２
０
０
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

常
陽
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

常
陽
銀
行
（
株
）
岩
瀬
支
店

■
相
談
日
時
／
6
月
21
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

 

相
談
内
容

・ 

年
金
の
受
け
取
り
手
続
き
の
方

法
・ 

年
金
受
給
に
必
要
な
資
格
期
間

や
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て

・ 

在
職
中
の
年
金
に
つ
い
て

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
7

月
24
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎 

1
階

会
議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

あ
な
た
の
庭
に
あ
り
ま
せ
ん

か
？
…
こ
ん
な
花
（
不
正
大

麻
・
け
し
撲
滅
運
動
）

茨
城
県
筑
西
保
健
所

　

茨
城
県
で
は
、
毎
年
5
月
か
ら

7
月
ま
で
の
3
か
月
間
、
保
健
所

職
員
な
ど
が
管
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
、1
万
本
前
後
の
不
正
な「
け

し
」
の
抜
去
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
お
宅
に
う
か
が
っ
た
と
き
に

は
、
抜
去
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、疑
わ
し
い「
け

し
」
を
見
つ
け
た
時
に
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

 

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し

 

の
特
徴

・ 

背
丈
は
、
１
ｍ
〜
1.5
ｍ
ま
で
成

長
し
ま
す
。

・ 

花
は
大
き
く
ピ
ン
ク
色
が
多

い
。
一
重
の
も
の
八
重
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

・ 

茎
や
葉
は
白
っ
ぽ
い
緑
色
。
ツ

ル
ツ
ル
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

毛
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
筑
西
保
健
所
衛
生
課

10

・ 

失
業
給
付
を
受
け
た
時
の
年
金

に
つ
い
て

・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
場
所
／
常
陽
銀
行
（
株
）

岩
瀬
支
店

■
相
談
料
／
無
料
（
相
談
に
は
予

約
が
必
要
で
す
。
予
約
の
な
い
場

合
は
、
多
少
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。）

※
相
談
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
・
年
金
手
帳
（
本
人
と
配

偶
者
）・
預
金
通
帳
・
印
鑑（
認
印
）・

職
歴
メ
モ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
持
ち
の
方
は
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ
れ

た
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
・
見
積

額
・
裁
定
請
求
書
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
証
・
年
金
証
書
を
併
せ
て

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
予
約
申
込
先
／
常

陽
銀
行
（
株
）
岩
瀬
支
店
（

０
２
９
６-

75-

３
１
０
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
石

ア
ス
ベ
ス
ト綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

る
救
済
給
付
の
認
定
申
請
等

受
付
の
お
知
ら
せ

（
独
）
環
境
再
生
保
全
機
構

　

労
災
保
険
法
な
ど
で
、
補
償
さ

れ
な
い
石
綿
に
よ
る
中

ち
ゅ
う

皮ひ

腫し
ゅ

や
肺

が
ん
を
発
症
し
て
い
る
方
お
よ
び

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
れ
ら
の

疾
病
を
発
症
し
死
亡
し
た
方
の
ご

遺
族
に
対
し
て
、
医
療
費
な
ど
の

救
済
給
付
が
独
立
行
政
法
人
環
境

再
生
保
全
機
構
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

県
内
12
保
健
所
で
も
認
定
申
請

な
ど
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
現
在
、
石
綿
に
よ
る
中
皮

腫
や
肺
が
ん
に
か
か
っ
て
い
る
方

は
、
早
急
に
申
請
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

 

救
済
給
付
の
内
容
と
給
付
額

・
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）

・ 

療
養
手
当(

10
万
3
千
8
百
70

円
／
月)

・
葬
祭
料(

19
万
9
千
円)

・ 

特
別
遺
族
弔
慰
金(

２
百
80
万

円)

・
特
別
葬
祭
料(

19
万
9
千
円)

・
救
済
給
付
調
整
金
（
調
整
額
）

■
申
請
・
問
合
先
／
（
独
）
環

境
再
生
保
全
機
構(

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０-

３
８
９-

９
３
１
）

さくらがわ　2006.6.1

区　分 税　率 備　　　　　　　　考

医　
　

療　
　

分

所得割 7.00% 所得割：あなたの世帯の加

入者の所得に応じて計算

した額

資産割：あなたの世帯の加

入者が持っている土地、

家屋などの資産に応じて

計算した額

平等割：1 世帯いくらと計

算した額

均等割：加入者 1人につき、

いくらと計算した額

資産割 28.00%

平等割 28,000円

均等割 20,000円

介　
　

護　
　

分

所得割 1.20%

資産割 4.50%

平等割 3,000円

均等割 7,000円

区　分 税　率 備　　　　　　　　考

医　
　

療　
　

分

所得割 7.00% 所得割：あなたの世帯の加

入者の所得に応じて計算

した額

資産割：あなたの世帯の加

入者が持っている土地、

家屋などの資産に応じて

計算した額

平等割：加入者 1人につき、

いくらと計算した額

均等割：1 世帯いくらと計

算した額

資産割 28.00%

平等割 20,000円

均等割 28,000円

介　
　

護　
　

分

所得割 1.20%

資産割 4.50%

平等割 7,000円

均等割 3,000円

■誤　改正後の税率（平成 18年 4月から）

■正　改正後の税率（平成 18年 4月から）

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
内
容
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
5
／
1
号
（
Ｎ
Ｏ.

15
）
10
ペ
ー
ジ

　

「
国
民
健
康
保
険
税
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
」



の
板い

た

碑び

（
死
者
の
供
養
あ
る
い
は

本
人
の
死
後
の
供
養
を
祈
っ
て
作

ら
れ
た
石
碑
）、
江
戸
時
代
の
山

門
な
ど
が
桜
川
市
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
主
役
は
、
文
化
財
未

指
定
の
仏
像
で
あ
る
伝で

ん

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

、
伝で

ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立
り
ゅ
う

像ぞ
う

、
伝で

ん

虚こ

空く

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立
り
ゅ
う

像ぞ
う

と
、
既
に
市
指

定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
四し

天て
ん

王の
う

立
り
ゅ
う

像ぞ
う

で
す
。「
伝
」
と
い
う
の
は
、

そ
う
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
意
味
で
、
坐
像
と
か
立
像
と

い
う
の
は
、
仏
像
が
立
っ
た
姿
か

座
っ
た
姿
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
仏
像
は
調
査
の
結
果
、

西
暦
９
０
０
年
前
後
の
制
作
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
元
々
、
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

と
そ
の
脇わ

き

侍じ

（
左
右
で
薬
師
如
来

に
従
う
日に

つ

光こ
う

・
月が

つ

光こ
う

菩ぼ

薩さ
つ

）、
梵ぼ

ん

天て
ん

・
帝た

い

釈
し
ゃ
く

天て
ん

（
仏
法
を
守
る
神
）

の
一
部
と
四
天
王
（
帝
釈
天
に
仕

え
て
仏
法
を
守
る
持じ

国こ
く

天て
ん

、
増ぞ

う

長
ち
ょ
う

天て
ん

、
広こ

う

目も
く

天て
ん

、
多た

聞も
ん

天て
ん

の
４
神
）

と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ

が
、
時
代
状
況
の
変
化
に
よ
っ

て
姿
を
変
え
、
阿
弥
陀
様
、
観
音

様
、
虚こ

空く

蔵ぞ
う

様さ
ま

と
な
っ
て
現
代
に

伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と

も
か
く
、
千
年
以
上
の
昔
に
、
こ

れ
ほ
ど
の
仏
像
が
桜
川
地
域
に
存

在
し
て
い
た
だ
け
で
も
驚
き
で
す

が
、
こ
れ
ら
薬
師
如
来
を
中
心
と

す
る
仏
像
の
組
み
合
わ
せ
は
、
奈

良
時
代
に
創
設
さ
れ
た
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

な

ど
公
的
な
機
能
を
持
つ
寺
院
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

◆ 

全
国
で
も
発
見
例
が
な
い
郡
寺

の
仏
像

　

妙
法
寺
の
西
８
０
０
ｍ
に
、
新に

い

治は
り

廃は
い

寺じ

（
筑ち

く

西せ
い

市し

古ふ
る

郡
ご
お
り

）
と
い
う

国
指
定
の
遺
跡
が
あ
り
、
妙
法
寺

と
の
間
、
上う

え

野の

原は
ら

に
瓦

か
わ
ら

を
焼
い
た

窯か
ま

跡あ
と

が
残
っ
て
い
ま
す
（
国
指
定

文
化
財
）。
○
○
廃
寺
と
い
う
の

は
、
寺
の
跡
は
あ
る
け
れ
ど
記
録

が
な
く
名
前
が
分
か
ら
な
い
場
合

に
地
名
で
呼
ぶ
も
の
で
、
古
代
の

新に
い

治は
り

郡ぐ
ん

（
現
在
の
桜
川
市
の
大
部

分
が
入
り
ま
す
。）
の
郡
営
の
寺

院
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
治

廃
寺
は
８
１
７
年
に
焼
失
し
た
後

は
再
建
さ
れ
ず
、
別
の
場
所
に
寺

院
を
新
設
し
て
機
能
を
移
し
た
よ

う
で
す
。

　

妙
法
寺
の
仏
像
は
、
そ
の
郡

寺
に
安あ

ん

置ち

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
全
国
で
も
発
見
例
の
な
い
郡

寺
の
仏
像
と
し
て
大
変
に
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

秋
に
は
再
び
後
藤
先
生
を
お
招

き
し
て
仏
教
・
文
化
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
後
日
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

本
年
２
月
、
本ほ

ん

郷ご
う

地
区
の
妙
法

寺
に
茨
城
県
文
化
財
審
議
委
員
の

後ご

藤と
う

道み
ち

雄お

先
生
を
お
迎
え
し
て
開

催
し
た
講
演
会
の
内
容
を
改
め
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.8

 0296-55-0556

FAX 0296-20-7108

妙
み
ょ
う

法ほ
う

寺じ

の
仏
様
と
新に
い

治は
り

廃は
い

寺じ

　
　
　
　

 

〜
桜
川
市
の
歴
史
と
文
化
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回
講
演
会
よ
り
〜
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◆ 
千
年
前
は
薬や

く

師し

様さ
ま

だ
っ
た
阿あ

弥み

陀だ

様さ
ま

　

妙
法
寺
は
、延え

ん

暦
り
ゃ
く

年
間（
８
０
０

年
頃
）草
創
の
天
台
宗
の
寺
院
で
、

胎た
い

内な
い

に
南
北
朝
時
代
（
１
３
５
０

年
頃
）
の
摺す

り

仏ぶ
つ

（
死
者
供
養
や
病

気
平へ

い

癒ゆ

を
祈
り
仏
像
な
ど
を
印
刷

し
て
奉
納
し
た
も
の
）
１
５
６
０

点
を
納
め
た
本
尊
の
地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立
り
ゅ
う

像ぞ
う

や
、
宝ほ

う

徳と
く

２
（
１
４
５
０
）
年

写真上： 妙法寺の本堂にある諸仏（前に立つのが地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

、その背面中央

が阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

、向かって右が観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

、左が虚
こ

空
く

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

。建物の

柱や欄間に施された彫刻も大変に素晴らしいものです。）。

写真下： 妙法寺本堂で行われた後藤先生の講演の様子。地元をはじめ多く

の方々が熱心に聞き入り、貴重な仏様を拝みました。
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● 7月の予防接種
対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

７/２（日）

友常医院 岩瀬 205 0296- 75- 2023

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

内科宮本医院 真壁町古城 229 － 1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/ ９（日）

平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/16（日）

鏑木クリニック 加茂部 4－ 1 0296- 76- 3131

塚田医院 真壁町飯塚 97－ 1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/17（月）

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/23（日）

袖山医院本院 西桜川 1－ 43 0296- 75- 2019

阿部田医院 真壁町亀熊 123 － 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

７/30（日）

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

根本医院 真壁町真壁 202 0296- 55- 0027

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● ７月の休日応急診療医療機関

７月分 健 康 ガイド

● ７月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

７/４（火）ＢＣＧ H18. ３月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体温計

７/12（水）
三種混合Ⅰ期初回－ 1回目 H17.12 月～ H18.1月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期－追加 H16. ８月～ 11月生

《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

７/３（月） ＢＣＧ H18. ３月生 13：00 ～ 13：10 母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体温計

７/19（水）

三種混合Ⅰ期初回－ 1回目 H17.12 月～ H18.1月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票三種混合Ⅰ期初回－ 3回目
H17. ７月～ 10月生
（岩瀬地区）

三種混合Ⅰ期－追加
H16. ５月～ 11月生
（大和地区）

７/21（金）

ポリオ１回目
H17.11月生(岩瀬地区)
H17.10 月～ 11月生
（大和地区） 13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

ポリオ２回目
H17. ６月～９月生
（大和地区）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

７/３（月）３か月児育児相談 H18. ３月生 13：00 ～ 13：10 母子健康手帳・問診票・バスタオル

７/18（火） ３歳児健診 H15. ４月～５月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳･問診票･バスタオル･尿

７/28（金） ２歳児歯科健診 H16. ４月～５月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

７/31（月） １歳児健診 H17. ７月生 13：00 ～ 13：20 母子健康手帳・問診票・バスタオル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

７/４（火）３か月児育児相談 H18. ３月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

７/６（木）１歳児健診 H17. ６月～７月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

７/13（木） １歳 6か月児健診 H16.10 月～ 11月生 13：10 ～ 13：30 母子健康手帳・問診票・バスタオル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● ７月の成人健診

月　　日 種　　　　　　目 対象地区 持参する物および内容

７/５（水）～ 7（金）･
10（月）～12（水）

住民検診（結核・肺がん
検診＋基本健康診査

大和地区 肝炎ウィルス検査、前立腺がん検査も実施します。

７/18（火）・19（水） 骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

検診 真壁地区

７/24（月）～
28（金）・31（月）

乳がん検診 真壁地区

・20～ 39 歳／超音波検査のみです。
・40～ 56 歳／超音波は毎年。マンモ（乳房レントゲ
ン検査）は 2年に 1回受診できます。
・57歳以上／マンモ（乳房レントゲン検査）のみです。

対象／「平成 18年度の桜川市健康診査の申込み」調査で健診を希望された方

● ７月の精神保健

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

７/20（木） こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神科医師が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

● ７月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物および内容

７/５（水）パパ・ママクラス 妊婦・夫 10：10 ～ 14：30

補助動作と呼吸法・沐浴実習・
妊婦シュミレーション・出産体
験談（要予約）
会場：岩瀬福祉センター

７/28（金） 離乳食教室
生後４か月～６か月児
の保護者

10：00 ～ 11：30
エプロン、三角巾またはバンダ
ナ、スリッパ、ふきん 1枚（要
予約）会場：大和中央公民館

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

７/４（火）桜川市役所　大和体力増進センター（10：00 ～ 15：30）

● ７月の献血

さくらがわ　2006.6.1さくらがわ　2006.6.1
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《児童図書》

子どもとお母さんのためのお話　　　　いもとようこ

《一般図書》

秘密　　　　　　　　　　　　　　　　布袋　寅泰

お腹召しませ　　　　　　　　　　　　浅田　次郎

密閉教室　　　　　　　　　　　　　　法月輪太郎

影まつり　　　　　　　　　　　　　　阿刀田　高

風街　　　　　　　　　　　　　　　　白石　文郎

だいこん　　　　　　　　　　　　　　山本　一力

日暮らし（上）　　　　　　　　　　　　宮部みゆき

日暮らし（下）                     　　　　　宮部みゆき

覘き小平次　　　　　　　　　　　　　京極　夏彦

さくらがわ　2006.6.1

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

耳をすませば (1 ～ 4巻）　　　　　　　柊　あおい

美少女戦士セーラームーン (1 ～ 4巻）　なかよし編集部編

記憶のダリア　　　　　　　　　　　　陸奥　Ａ子

機動戦士ガンダム 0079（1～ 4巻）　　矢立肇・富野悠由季

　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤  和久

ナルニア國物語（1～ 7巻）　　　　　　C.S. ルイス・瀬田貞二

こんな生き方がしたい（全５巻）　　　　　　　　　　　　　　

楽しい総合学習（全７巻）

《一般図書》

梟首の島（上・下）　　　　　　　　　　坂東眞砂子

祇園の課外授業　　　　　　　　　　　岩崎　峰子

ガール　　　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗

三番手の男（山内一豊とその妻）　　　　童門　冬二

県庁の星　　　　　　　　　　　　　　桂　　望実

漢字を正しく使い分ける辞典　　　　　中村　　明

患者は名医　　　　　　　　　　　　　佐賀　純一

【今月のおすすめ】

真壁の年中行事　～ふるさと
の祭礼と信仰～（ビデオ）
まかべふるさと創り実行委員会

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

岩瀬中央公民館図書室
《児童図書》

つくってあそぼう　

①とうふの絵本　　　にとう　　ひとし 編　たかべ　せいいち 絵

②なっとうの絵本　　わたなべ　すぎお 編　さわだ　　としき 絵

③みその絵本　　　　いまい　せいいち 編　みずかみ　みのり 絵

④もちの絵本　　　　えがわ　かずのり 編　たけうち　つーが 絵

⑤そばの絵本　　　　はっとり　たかし 編　うえだ　　みゆき 絵

《一般図書》

いつかパラソルの下で　　　　　　　　森　　絵都

あおぞら　　　　　　　　　　　　　　星野　　夏

野村ノート　　　　　　　　　　　　　野村　克也

野ブタをプロデュース　　　　　　　　白石　　玄

象の背中　　　　　　　　　　　　　　秋元　　康

下妻物語　　　　　　　　　　　　　　嶽本野ばら

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

空をつかむまで　関口　尚

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

乱世疾走　　海道龍一朗
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明
日
に
は
心
を
白
に
リ
セ
ッ
ト
し
あ
な
た
と

か
わ
す
言
葉
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　

和
子

お
さ
な
ら
に
せ
が
ま
れ
ボ
ー
ル
紙
切
っ
て
ゆ

く
ひ
と
と
き
は
幼
に
還
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

快
子

白
髪
に
腰
痛
こ
ら
え
ク
ラ
ス
会
へ
心
と
会
話

は
は
た
ち
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
崎
よ
し
の

夫
は
旅　

子
等
夜
勤
な
る
真
夜
の
風
呂
ゆ
ず

の
ダ
ン
ス
に
解
放
感
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ミ
ツ
エ

幾
度
も
お
な
じ
話
し
を
す
る
夫
と
介
護
の
わ

れ
も
老
の
身
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川　

米
子

銀
杏
を
拾
え
る
母
は
卒
寿
な
り
百
寿
の
公
孫

樹
が
見
下
ろ
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
澤　

洋
一

【
岩
瀬
短
歌
会
】

フ
ル
コ
ー
ス
の
宴
よ
り
帰
り
あ
つ
あ
つ
の
味

噌
汁
に
我
が
胃
癒
さ
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
女
静
江

心
ま
で
均
さ
れ
ゆ
か
む
雪
止
み
し
白
一
望
の

広
野
見
渡
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

む
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
運
ぶ
目
出
度
の
大
ニ
ュ
ー
ス
典

範
改
正
自
然
消
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　
　

孝

　

「
て
ん
て
こ
ま
い
」
と
い
え
ば
、
ひ
ど

い
忙
し
さ
で
、
あ
わ
て
て
動
き
回
る
さ
ま
。

語
源
に
は
「
て
ん
て
こ
」
を
太
鼓
の
音
を

す
る
説
と
、「
て
こ
ま
い
」
を
手
古
舞
と

考
え
る
二
説
が
あ
り
ま
す
。

　

「
て
ん
て
こ
」
は
、
祭
り
ば
や
し
の
太

鼓
の
音
で
、「
天
手
古
」
と
い
う
当
て
字

が
使
わ
れ
ま
し
た
。「
て
ん
て
こ
ま
い
」は
、

そ
の
慌
た
だ
し
い
音
に
合
わ
せ
て
舞
う
と

こ
ろ
か
ら
き
た
と
す
る
の
が
、「
て
ん
て

こ
」
説
で
、
こ
の
ほ
う
が
有
力
で
す
。

　

「
て
こ
ま
い
」
説
の
「
手
古
舞
」
は
、

祭
礼
の
踊
り
舞
台
で
、
祭
り
ば
や
し
に

合
わ
せ
て
踊
る
舞
踊
。「
て
ん
て
こ
ま
い
」

の
「
て
ん
」
は
、
口
調
を
よ
く
す
る
た
め

の
言
葉
で
し
ょ
う
。

　

「
手
古
舞
」
は
そ
の
舞
台
姿
で
、
み
こ

し
や
山だ

車し

を
先
導
す
る
男
装
の
女
性
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
男
ま
げ
を
結
い
、

片
手
に
金
棒
を
持
っ
た
片
は
だ
ぬ
ぎ
の
手

古
舞
姿
は
、
清き

よ

元も
と

の
歌
舞
伎
舞
踊
「
神
田

祭
」
の
舞
台
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
古
舞
は
も
と
も
と
、
テ
コ
を
使
っ
て

材
木
を
運
ぶ
と
き
に
歌
う
木き

遣や
り

節ぶ
し

の
リ
ー

ド
役
「
梃て

こ

前ま
え

」
か
ら
き
た
と
さ
れ
る
言
葉

で
し
た
。
両
説
と
も
、
お
祭
り
の
踊
り
と

関
係
の
あ
る
の
が
共
通
点
で
し
ょ
う
。

　

桜
川
文
芸

　

て
ん
て
こ
ま
い

夫
に
付
き
幼
が
豆
撒
く
「
ふ
く
は
う
ち
」
そ

の
掌
に
余
る
福
よ
来
い
こ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
久
保
富
美
江

ひ
さ
か
た
の
光
い
た
だ
き
お
雛
さ
ま
久
遠
の

雅
を　

し
む
か
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

禮
子

山
の
端
に
夕
日
あ
か
あ
か
と
今
沈
む
明
日
の

幸
せ
約
す
が
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
紀
三
子

穏
や
か
な
妻
あ
り
曾
孫
に
囲
ま
れ
つ
つ
師
は

ひ
そ
や
か
に
未
練
を
詠
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
瑳
子

あ
あ
足
よ
ギ
プ
ス
の
足
よ
真
夜
中
に
覚
め
て

叩
き
ぬ
我
が
足
か
と
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
な
子

終
の
住
居
と
暮
せ
し
家
を
六
十
余
年
の
思
ひ

出
残
し
離
り
ゆ
く
叔
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
沢
日
出
子

九
段
坂
千
鳥
ヶ
淵
を
窓
に
見
つ
つ
余
情
と
共

に
帰
路
に
つ
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
泉  

安
達
す
み
子

青
澄
め
る
優
し
き
空
に
棚
引
け
る
行
方
知
れ

ず
の
雲
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
泉　

石
川　

喜
代

【
一
般
投
稿
】

起
こ
さ
れ
し
土
に
鵯
つ
い
ば
め
る
畑
中
の
道

を
ひ
と
り
歩
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
壁　

和
泉　

稲
子

言
葉
の

履
歴
書

　
　

俳　

句

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

軒
に
さ
す
ミ
ニ
鯉
の
ぼ
り
街
ぐ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　

田
中
は
つ
い

老
二
人
朝
の
散
歩
や
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
国
玉　

代
田　

と
し

徒つ
れ

然づ
れ

に
歩
む
人
生
桜
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

大
国
玉　

安
達　

幸
子

春
寒
や
里
に
ま
だ
あ
る
通
し
土
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
久　

皆
川　

和
子

草
萌
ゆ
る
古
き
家
屋
を
護
る
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　

斉
藤
與
誌
江

葉
桜
や
久
に
使
い
し
鯨
尺

　
　
　
　
　
　
　
　

大
曽
根　

鈴
木　

つ
ぎ

【
桜
川
岩
瀬
俳
句
会
】

花
映
し
流
れ
を
満
た
す
桜
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
ア
ヤ
子

花
の
窓
老
人
ホ
ー
ム
語
り
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

吉
江

花
筏
風
が
舵
取
り
岸
に
よ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
瀬　

ち
い

緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

河
津
桜
に
琴
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
紀
三
子

花
冷
え
や
誰
よ
り
先
に
露
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
か
つ
子

　
　

短　

歌

【
や
ま
と
短
歌
会
】

弁
財
天
不
動
明
王
瀧
の
音
桜
吹
雪
に
つ
つ
ま

れ
る
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
堀
八
重
子



わが家の笑顔

　今年も、「アヒル農法」を行う桜
さくら

井
い

崇
たかし

さん（真壁町山
やま

尾
お

地区）の水田 2アールに、20 羽のアヒル君たちが放され

ました。

　この農法は、水田の中の雑草や害虫を農薬の代わりにア

ヒルがついばみ駆除し、同時に水田の中の土をくまなくか

き混ぜることにより雑草の成長が止まり、さらにはアヒル

の糞
ふん

が稲の養分になるなど自然環境にやさしい農法です。

わが家の笑顔

【表紙】 がんばって、アヒル君たち
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FAX：0296-58-5115
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Eメール in fo@c i t y . s aku r agawa . l g . j p

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課

　

（　

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
／
内
線
１
２
６
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　とてもくいしん坊のわが家の息子。

　たくさん食べてくれるのは嬉しいけれど、あまり太り

すぎないようにね。

高
たか

野
の

 真
まさ

生
き

ちゃん （１歳８か月）

　平成 16年９月 14日生

【お父さん】 貴和さん　【お母さん】 純子さん

【お住まい】 曽
そ

根
ね

地区

広報 No.17 ６月１日発行

ご両親から

環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

親
子
の
絆

き
ず
な

を
深
め
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が

始
ま
り
ま
し
た

や
か
な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
支

援
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
年
４
月

か
ら
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
岩
瀬
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー
で

の
３
か
月
児
健
診
時
に
、
生
涯
学

習
課
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
会
場
に
出
向
き
、
赤
ち
ゃ
ん

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
無
料
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
抱
っ
こ
さ
れ
て

肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
安

心
し
て
大
人
の
や
さ
し
い
言
葉
を

聞
く
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
こ
の

よ
う
な
時
間
は
、
大
人
に
と
っ
て

も
や
す
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
に
な
り

ま
す
。
絵
本
を
介
し
て
親
子
の
絆

を
深
め
る
こ
と
。
そ
れ
が
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
目
的
で
す
。

　

こ

の

ブ

ッ

ク

ス

タ

ー

ト

は
、
１
９
９
２
年
イ
ギ
リ
ス
の

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
り
ま
し

た
。
絵
本
を
受
け
取
っ
た
家
庭

で
は
、
本
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、

読
書
の
時
間
を

よ
り
深
く
楽
し

む
よ
う
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
２
０
０
０
年
の
「
こ
ど
も

読
書
年
」
を
き
っ
か
け
に
、
各
地

で
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
で
は
、
子
ど
も
達
の
健

絵本
　

生活

絵本
のある

生活
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
の
中
に
は
、
絵

本
一
冊
、
イ
ラ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ス
集
、
お

す
す
め
絵
本
リ
ス
ト
な
ど
が
入
っ
て
い
ま

す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
絵
本
を
介
し
て
親

子
の
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま

す
。

　お外で遊ぶのが大好き！おてんばだけど、ちょっぴり

恥かしがり屋なくるみです。思いやりのある元気な子に

育ってね。

稲
いな

葉
ば

 くるみちゃん （１歳９か月）
　平成 16年８月 13日生

【お父さん】 健司さん　【お母さん】 典子さん

【お住まい】 真壁町山
やま

尾
お

地区

ご両親から


